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子どもの水難事故防止では、幼児や泳げない児童等にはライフジャケット等を着用させて、保護する責任のある
者が付き添うなど、目を離さないようにすることが大切です。琵琶湖やプール等における水難事故のリスクや被
害を小さくするために、以下の点を確認してください。

子どもの水難事故防止では、幼児や泳げない児童等にはライフジャケット等を着用させて、保護する責任のある
者が付き添うなど、目を離さないようにすることが大切です。琵琶湖やプール等における水難事故のリスクや被
害を小さくするために、以下の点を確認してください。

子どもの命を救うことができるのは、その場に居合わせた「あなた」です。

※入水時の動線を明確にする、不自然な動きをしている子どもをみつける等

AEDは、心停止から５分以内に電気ショックが可能な配置が望ましい

近年、新型コロナウイルス感染症の影響などで児童の水泳経験が減っていることを踏まえる

監視時に注意すべきポイント※や事故発生時の役割分担などについて
事前に共有する　

「気道確保」「胸骨圧迫」「119番」「ＡＥＤ」・・・
分かっていても、訓練していないといきなりはできないものです。
様々な場所で講習会等が行われているので、是非参加してみてください。

・監視員は水の外からの監視に専念する。
・動かない子ども、不自然な動きをしている子どもはいないか。
・十分な監視体制がとれないときは、活動を中止する。

活動時の
注意点

万が一に
備えて

滋賀県　滋賀県教育委員会　滋賀県CDR推進会議

「長浜市民間放課後児童クラブの屋外活動におけるプール事故検証報告書」（2024年 1月公表）を参考に、水難事故を防ぐために必要なことを取りまとめました。

CDRとは…子どもの病気や事故などを予防するために
　　　　　 すべての子どもの死亡情報を分析・検証すること
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教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドラインについて

初回の活動時、実際に泳がせるなどして再度泳力のチェックを行う

現地の下見をしてAEDの設置場所を確認するとともに、危険箇所や死角に
なる場所などをあらかじめチェックし、安全性を確保する

児童の泳力や年齢に応じた特徴（身長や水泳経験等）を把握し、それに
応じてプールの利用場所や時間を区分するなどルールを明確化する

身長や学年により活動範囲を区分するなどルールを統一し、児童の入水時および
その後の状況を確実に把握する

児童数などを考慮した上で、全体をくまなく監視でき、また事故が発生した場合に
他児の安全も確保できるだけの十分な人数を適切に配置する

事前準備

子どもの命を救うことができるのは、その場に居合わせた「あなた」です。

「気道確保」「胸骨圧迫」「119番」「ＡＥＤ」・・・
分かっていても、訓練していないといきなりはできないものです。
様々な場所で講習会等が行われているので、是非参加してみてください。

救急蘇生法（日本医師会）




